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ワ ー ズ ワ ス 『序 曲 』 第 三 巻`long-back'd'か ら

`l
ong-roof'd'を め ぐ っ て 一

序 論

廣 田 稔

『序 曲』第三巻 は1787年10月 か ら翌年 の夏期休暇 の直前 までの ケンブ リッジ

での大学生 活 を扱 った もの であ る。 その冒頭 はケ ンブ リッジに入学す るため

にワー ズワスが初め てケ ンブ リッジの街並 み を見 る件 となって いる。 朝の暗

くどん よ りとした空の下,ハ ンテ ィン ドンの平野 を走 って来 た馬車 はCastle

Hillの 城 跡の下 を通 り,モ ー ドリン橋 を渡 って街 に入 る。詩 人が最初 に 目に 、

した もの は,ほ の暗 い木立の上 に尖塔 を甕 え させ てい るキン グズ カ レッジ

チャペルの長 い建 物 とガ ウンを身に ま とい,房 のつ いた帽子 を被 った学生 の

姿 であ る。

この件,最 初 の四行 はE.deSelimcourtに よ る1805年 版 では以下の よ うに

記 されて いる。

馬車 がハ ンティ ン ドンの平 らな平野 を転が る ように進 んだの は どん よ りと

した朝 であ った。 そ して開いた窓か ら私 は始 めて キン グズ カ レッジの背

の長 い礼拝 堂が薄 暗 い木立 の上 に尖塔 を甕 え させ て い るの を見 た。

ハ ンテ ィン ドンはケ ンブ リッジの北 西約15～6マ イルの位 置 にあ って ,

そ こか らT.S.エ リオ ッ トの 『四つ の四重奏』 の 中に詠 まれ,ジ ョー ジ

ハーバー トゆか りの教 会の建 つLittleGiddingも さ程 遠 くない。現在A604

とい う道 を南に辿 って ケンブ リッジに入 る とHuntingdonRoadと な り,

そ の道 は城 跡下のCastleStreetへ 続 き,モ ー ドリン橋の あ るMagdalene

It was a dreary morning When the Chaise/Roll'd over the flat Plains of 

Huntingdon/And, through the open windows, first I saw/The long-

back'd Chapel of King's College rear/His pinnacles above the dusky 

groves. 

                                      (book III, 11.1-5)
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Streetを 経 て,BridgeStreetと な る。 更に ノルマ ン教会 として知 られ る

RoundChurch前 を右 に折 れ る と,St.John'sStreetで あ り,こ ここそが

詩 人 ワー ズワ スの学寮St.John'sCollegeが そ の右 手 に広 が る所 であ る。

『序 曲』 第三 巻,1787年10月 か ち翌年 の夏期 休暇 直前 までの,詩 人が17歳

半 ばか ら18歳 までの学 生生活 を記 した中に以下 の記述が あ る。

福 音者聖 ヨハ ネ こそ私 の守護神 であ った。 三つの小 暗 い方庭 があ り,そ の

最初 が私 の起 居す る所 。ほの暗 い片隅 であ った。

道 はその先 きにバ イロンや テニス ンの学寮Trinityを 右 手 に控 えたTrinity

Streetと な り,最 終的 にKing'sParadeに 至 る。King'sCollegeChape1は

右 手,King'sCollegeの 右 翼に高 々 と長 く聾 えて い る。 通 りか らは後方 に長

く延 びた建物 と見 える。 この礼拝堂 はケ ンブ リッジ大学 の シンボル と も称 す

るこ ともで きるような,数 あ るカ レッジ チャペル の代 表的 な もので ある。

VirginiaWoolfは そ の実 験的小説,『 ジエ イコブの部 屋』に この厳粛かつ尊 厳

な礼拝 堂に敬慶 な権 威 ある姿 をガウ ンに包 んだ聖 歌隊 が整 然 と行 進す る様,

古 いステ ン ドグ ラス を通 して斜め に射 し込 む紫 や黄色 の光 が堂 内の敷石 を柔

らか に赤,黄,紫 と染め る中,全 てが秩 序立つ 礼拝堂 に荘 重 に響 き渡 る歌 声

とパ イプオル ガンの音の 鳴 り響 く様 子 を見事 に描 き出 してい る。 ワー ズワス

もその ソネ ッ トEcclesiczsticalSonnets(1882)に 高 々 と聾 える柱 と枝 分れ し

た天井 が 自 ら均衡 を保 ち無数 の くぼ み となる中に,光 と陰 とが 憩い,楽 の音

が たゆ とう様子 は甘 美 な永遠 不滅 な思 想 を思 い起 こさせ,ま た静 ま りか えっ

た礼拝堂 に突如 として鳴 り響 く音楽 は,信 心深 い人々 の 目を歓喜 のベ イルで

覆 うと記 して い る。

籾 てワー ズワスは上記ハ ンテ ィン ドン ロー ドか らモー ドリン橋 のかか る

ブ リッジ ス トリー トとい う道筋 を通 って いる こ とが次 の二行 に よって も明

らか であ る。

The Evangelist St. John my Patron was,/Three gloomy Courts are 

his  ; and in the first/Was my abiding-place, a nook obscure ! 

                                   (Book III 11.44-46)

Onward we drove beneath the Castle, down/By Magdalene Bridge we 

went and cross'd the Cam,. . .
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(BookI,ll.13-14)

僕 ら は 城 跡 の 下 を 通 り,モ ー ド リ ン 橋 に さ し か か り,キ ャ ム 川 を 渡 っ た

o

とこ ろで こ こで問題 と したい の は1805年 版 の四行 目にあ る`10ng-back'd

ChapelofKing'sCollege'が1850年 版 では`long-roof'dchapelofKing's

College'と 書 き改 め られ てい る点 であ る。

馬車 の車 輪が雲 の垂 れ こめ た広 々 とした平野 を転 が り進 んで行 ったのは,

もの寂 しい朝 であった。 そ して僕 らの行 く手 に何一 つ として心はず ませ る

もの はなか ったが,そ の時初 めて長 い屋根 の キン グズ カ レッジの礼拝 堂

が小塔や 尖塔 を縦 に よ く釣 り合 って並 ばせ なが ら頭 を もたげ,薄 暗 い木立

ちの上 に高々 と甕 え させ てい るのが 目に入 った。

一体 この必然性 は どこに あったのだ ろ うか
。 この小論 は後 に考 察 を譲 る主論

の序 論 とな るもの であ るが,上 の修 正 の必然性 を導 き出す手掛 りへ の一 つの

試み であ る。 ワー ズワスの詩 人 としての特徴 的 な想像 力 に関 しての踏 み込み

は この序論 では簡単 な言及 に留 め その点 は主論 に於 いて論 じるこ ととした い。

それは とも角,`theCastle'と 称 され るのは ウィ リアム征 服王 ゆか りの城 を示

し,史 実 に よれば ウィ リア ム征服 王 は1066年 の 英 国征 服の僅 か2年 後 にはケ

ンブ リッジ を訪れ,こ こに築城 させ た とされ る もので ある。今 日この城 跡は

CastleMoundと 称 す る小高 い丘 とな って残 って いる。 ワー ズ ワスが ケンブ

リッジに入 ったの は街 の北西方 向か らであ り,King'sCollegeChapelを 最 初

目に した時,彼 はこの東西 に長 い建 物 の北側 を 目に したこ とは既 に見 た 『序

曲』の数行や 地図 の上 か ら も明 らか であ る。

ワー ズワス青年が この建物 の小塔 や尖塔 を見 て即座 に それが礼拝堂 の もの

であ るこ とを察知 したか,或 いはケ ンブ リッジの街 中に到着 した後 その長 い

建物 が礼拝 堂で ある ことを知 ったか は,こ の際問 う必要 はないであ ろ う。 こ

It was a dreary morning when the  wheels/Rolled over a wide plain 

o'erhung with clouds,/And nothing cheered our way till first we saw 

The long-roof'd chapel of King's College lift/Turrets and pinnacles in 

answering files,/Extended high above a dusky grove. 

                                 (Book III, 11. 1 6 . )
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の詩 を書 いた時点 では当然 こ

の建 物が チャペル であ るこ と

を知 って いたか らであ る。問

題 とす べ きは`long-back'd'

とす るこ とに よってかか え込

む多義性 であ り,こ の詩 を読

む人々 に与 えかね ない誤解 で

あ ろ う。 この建物 を 目に した

瞬間詩 人が心に どの ようなこ

とを思 い浮べ たか は推 測の域

を出 ない として も,そ の推測

を可能性 として仮定 してみることは無駄ではないか も知れない。

先ず青年 ワーズワスがこの建物 をごく当然なが らチャペルとは知 らずに,

目に した瞬間なんと長い建物だろうとのみ単純に考 えたと仮定することか ら

始めてみたらどうだろうか。これは誰 しも自然の ことであるだろうし,後 に

見るようにKing'sCollegeChape1に1よ 通常大 きな聖堂にあるような左右の

袖廊の出っ張 りがないことによって,こ れを一見 してす ぐに礼拝堂 と知 るこ

とは困難ではなかったろうか という推測からである。礼拝堂ではない として

もどちらが建物の前でどちらが後であるのだろうか と考えるのは自然であろ

う。その時可能性 として 「長 く後にのびた」建物 という見方であったか も知

れない。

しか しこの建物が礼拝堂であることが判明 した時点で,建 物に後部がある

と考えること自体が明らかに間違いであることが分 るのである。 とい うの も

礼拝堂は常に東西に建て られるものであ り,四 方の面にどちらが前でどちら

が後 といった観念の入 り込む余地がな くなってしまうからである。船に も喩

えられる教会は東にaltar(祭 壇)が 置かれ,中 央にNave(身 廊)が 走 り,

南側 と北側 にtransept(袖 廊,翼 堂)が あ り,西 側 に入口,西 側に近い方に

南 と北にそれぞれ入口を持つ。これが基本的ChurchPlanで ある。キングズ

のチャペルに袖廊はない。西側の入 口は女王 を初め王室の者の出入 りす る扉

として通常は開かずの扉である。このことによって も明らかなように東西南

北 どの方向にも前や後 という見方は出来ない。 ワーズワスはこの事 を熟知 し

ていたとしても`long-back'd'の ままに残 したとすれば,読 者にChurchPlan

に関する詩人の知識の欠如 を疑わせ る結果 となる可能性,つ ま りは詩人の知
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性 に対 す る不 当な誤解 を生 じかね ない とい う危 険性 を放 置す るこ とにな る と

気付 いたの ではないだ ろ うか。

`long -back'd'に 多義性 を与 え る他 の要 素 は キ ン グズの チ ャペ ル に は他 の

教 会 には ない特殊 な地勢上 の状 況が伴 って いる こ とであ る。 それ はチ ャペ ル

の西側 にはTheBacksと 称 され るキャム川 に沿 って南北 に長 く広大 な緑地

帯 が広 が って い る とい うこ とで あ る。 この こ と も`long-back'd'か ら`long-

roof'd'へ の 修正 に反映 した可能性 を持 つ ものでは ないか と推測 され る。 いつ

の頃か らその呼 び名が付 け られ たか は定か ではな い ものの,こ のチャペル を

創建 したHenry6世(1446年7月25日 着 工 され,王 自身が礎 石 を置いた。 そ

の後EdwardIV,RichardIII,HenryVII,そ してHenryVIIIの1536年,90年 の

歳 月 をか け て完成 を見 た)は キャ ム川沿 い までの土 地 を切 り開 き,そ れが

TheBacksの 始 りとされ る(1)。こ の状 況か らみれば,ワ ー ズワスの入学の年

は完成 よ り既 に250年 を経て い るこ とで もあ り,TheBacksと い う呼称 も存

在 してい たの では ないか と察せ られ る。仮 にその呼称 はなか った として もこ

の緑地 帯は クイー ンズか らキングズ,ク レア,ト リニ ティ,か つSt.ジ ョー ン

ズ各 カ レッジの文 字通 り裏 手後方 に位 置す る長 い裏庭 であ るの で,こ の こ と

に鑑 み るな らば`long-back'd'は 「長 い裏 庭 を持 つ」(但 しこの際裏庭 とはチ ャ

ペ ルのみの裏側 とい う意 味で はな くチ ャペ ル を含む各 カ レッジの裏 にあ る と

い う意 味 で)と い う意味 も含 まれて くる可能性 が ある。 しか しこ うした理解

を可能 とす るには ケンブ リッジの地 勢につ いての知識 の後楯 を要 す るの であ

り,こ う した解釈 は 多少 万人 向 きでは ない きらいが な くもない。 しか し詩的

想像 力の奔放 さを重 ん じた当時 の詩 人の心境 か らすれ ば,こ れ は面 白い言葉

遊 び的感覚 の導入で あったか も知 れな いの であ る。 とす れば`long-back'd'は

先 ず 「長 い背 を持 つ」 と 「長 い裏庭 を持つ」 とい う二つ の意味 の解釈 が 出て

くる。 この際backに 一 応 「背」とい う語 を与 えてみ るが,そ れ も詩 人がpun

と も称 すべ き何 らか の言葉 遊 びへ の意識が働 いて い ると思 われ ることに よ る。

1850年 版 では`roof'と 変 え られ るこ とに よって,こ の`back'は 「屋根 」の意 で

あ ることが 明瞭に なるので1850年 版 に基づ いて この個所 を論 じるこ とは あ ま

り意 味 を持 たず,要 す るに ワー ズワ スは`back'd'を 「屋根 を持つ」とい う意味

であ った と結論 付 けて い る とい うこ とに な る。 しか し問題 は1850年 版 で は

`roof'と 修 正す るに伴 い`lift'とい う語 で1805年 の`rear'と い う語 を修正 してい

 (1) Michael Hall, Cambridge (Cambridge : The Pevensey Press, 1980) ,P.45.
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る点 であ る。`rear'と い う語 は後 に見 るよ うに動 物的 イ メー ジ をも喚起 す るの

に対 し,そ の ようなイ メー ジを取 り除 い たneutralな`lift'と し・う語 を用 いて

い るこ とに全 く同 じチャペル の描 写で あ りなが ら数十年 の歳 月 を経 た後 の こ

の描 き方 には,若 く希望 と情熱 に溢 れて いた詩 人の客体 に対す る捉 え方 とは

微 妙 な変化 を感 じさせ るの であ る。

先 きに1805年 の`back'd'を 「背 を持 つ」 とした。 それは動詞`rear'を 用 い る

こ とに表 われてい るよ うに,詩 人が 恰 もチャペ ル 自体 を動物,し か も尖塔 と

い う角の あ る躍動感 あ る長 い背 を持 つ 巨大 な動 物 であ る と捉 えたの ではない

か と思 われ るか らであ る。馬が後 足で逆立 った り,ヘ ビがか ま首 を持 ち上 げ

た り,熊 が立 ち上 った りす る時 に,`rear'と い う語 で動物 に用 い られ るイ メー

ジの導入 は`Myspiritwasup,mythoughtswerefullofhope'「 私 の精神 は

高揚 し,私 の思 いは希望 に満 た され ていた」(2)と述 べ てい るこ とに も明 らかに

示 され るよ うに,ケ ンブ リッジに入学す る とい う青春 の情熱 に燃 え立 ってい

た詩人の心 的状 況 を映す に相応 し く,彼 の 目に巨大 な獣 物の姿 が映 った とし

て も不思議 ではな い。

筆 者は詩 人が実際 どの ようにKing'sCo11egeChapelを 見 る ことが で きた

か,CastleMoundに 登 るこ とに よって検証 を行 った。Moundは さ程高 くは

ないが,登 りつ め た場所 は平 た くな り,そ こか らは ケンブ リッジ周辺 を ぐる

りと360.に 見 渡せ る もので遥か ケ ンブ リッジ シャー の 田園 も地平 線 まで視 野

が広が る。King'sCollegeChape1は ケ ンブ リッジの街並 みの 中程,Mound

か らは南の方角 に東西 に横 に長 く建 ってい る。 東 と西 の端,長 い屋根 の先端

には長 く尖塔 がひ ときわ高 く突 き出 して いる。 しか しよ く見 てみ る と,東 側

の尖塔 は左右 の2本 が確認 で きるのに対 して西 側 はMoundか らの 距離 もさ

ることなが ら,Chapelに 対 す るMoundの 角 度 と頂上部分 の限 られ た広 さの

ために,ど の ように見 る位 置 を変 えて も,2本 の尖塔 は手前の尖塔 に 向いの

尖塔 が隠れ た まま,恰 も1本 しか ない ように見 え る。 ま るで 巨大 な怪獣 の2

本 の角 と尾 であ るように見え るの であ る。怪獣 が四つ ん這い とな って いる と

想像 して も決 して不 思議 では ない と思 われ るのであ る。筆 者に とって この こ

とはワー ズワスの用 いた`back'd'と い う語や`rear'と い う動 詞の必 然性が理解

で きた とい う意味 で大変重要 な ものがあ り,こ の一 点 だけは是が 非で も確 め

 (2) William Wordsworth, The Prelude, Ernest de Selincourt ed. (London : Oxford 
    Univ. Press, 1926) , Book III 1. 16.
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た い とケ ンブ リッジを再訪 した努 力は無 駄では なか った。 ワー ズワ スの詩 の

理解 に とって彼 の足跡 を訪 るこ とは不可 欠 と思われ,そ の ため に詩人の生家

をCockermouthに 訪 ね るこ とを手初 め に,Hawksheadの 彼 の通 った グ ラ

マー ス クー ル,そ こで彼 が 自 らナ イフで机 に刻ん で残 した名前 を確 認 し,

Grasmereの ダ ヴ コ テ ッ ジ と教 会 の 彼 の 墓,最 晩 年 を過 ご したRydal

Mountの 屋 敷 「水仙 」の詩 を生 み出 したUllswaterの 湖 畔 を辿 り,ダ ー ウエ

ン ト ウォー ター に臨むKeswickの 谷 間や 『序 曲』 二巻348-53に 記 して い

るホー クスヘ ッ ドに近 い美 しいEsthwaite湖 を訪れ,少 年 の 日の詩 人が早朝

学校の始 る前 に周 囲 を一周 して いた姿 を思 い浮べ る といった こ とは全 て上記

の詩の個所 の理解 とつ なが るもの であ った と言って も過言 では ない。 『序 曲』

とい う詩 人の精神 史 を理解す るため には,詩 人の歩い た足 跡 を直接 に辿 って

み るこ とがいか に も必要 と思 われ た。 む しろそれは不可欠 な ことに思 われ た

ので ある。詩 人が 直に接 した 自然の 中に身 を置 いてみ るこ とで,詩 人の得 た

不 可思議 な 自然 との霊 的交感 の何 ものかへ の理解 が可能 とは言わず とも,そ

こに近づ き得 るよ うな思い を得 た。 そこにKing'sCollegeChape1に 動 物 を

重 ね連想 した詩 人の想像 性の依 り所 を探 ることが可能 に思 えたので ある。 詩

人が少年 であ った頃,あ の「水 仙」の岸辺,Ullswater湖 南 端のPatterdaleの

漢 谷の湖畔 につ ながれ ていた羊飼 いの ボー トをこ ぎ出 した時 の ことにつ いて

語 ってい るこ とを想 い起 こ してみ れば よい。 この時詩 人は,険 し く甕 えた岩

山が まるで生 き物 で で もあ るよ うにむ っ くりと頭 を もたげ,彼 を大 またで追

いか けて来 る とい う経験 をした(3)と言 う。 これは詩 人に とって決 して妄 想 で

は ない真 実の もので あったので あ る。 この例 に も見 られ るよ うに本 来は静的

客 体 と見な され るものが,生 命体 として躍動 す る実感 を得 るこ とが詩 人 に と

っては可 能 なこ とであ った。 この よ うなこ とはKing'sCollegeChapelを 目

に した数行 後の描写 に も表 われて い る。 ここではケ ンブ リッジの街 が生 命力 ,

詩 人 を今 まさに吸 い込 まん とす る力 強い吸心 力 を持つ こ とを述べ るのであ る。

この場所 は近づ くにつ れて増 々渦潮 の ような力 を持 って いる ように思 われ,

The Place, as we approach'd, seem'd more and more/To have an eddy's 

force, and suck'd us, in/More eagerly at every step we  took  . 

                                   (Book III, 11. 10-13)

(3) See The Prelude, Book I , 11. 372-427
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僕 たちが歩 を進め る毎 に いよい よ激 し く僕 た ちを吸 込む のだ った。

自然 の中で育 った詩 人に とって,お しなべ て都会 の情景 はあ る力強 さで迫

って くるのが通常 であ った。 第8巻688行 か ら709行 に は ロン ドンを見 た時の

強烈 な印象が綴 られてい る。その時詩 人は"weightandpower,/Powergrow-

ingwiththeweight"「 重 み と力,重 み と共 にいや増す 力」(4)を備 えた この都

市 に力強 く揺 さぶ られ るよ うな瞬間 を経 験 した と言 うの であ る。

この よ うに17歳 の若者 であ った詩 人にはケ ンブ リッジ大 学 とこの中世 の大

学 を擁 す るこの街 は力強 い生 き もの の ようなイ メー ジを備 えて いた。北方 の

湖水 とその谷 間に囲 まれた豊か な 自然の静 ひつ な空気 に包 まれ なが ら生 い育

ち,多 感 な少年 の心 を保持 して いた彼 をこの街 は不思議 な ダイナ ミッ クな魔

力で引 き寄せ たの であ る。少 くとも始め てこの古 い中世 の街並 み と邊遁 した

瞬間の詩 人に とってそれは偽 ら ざる感情 であ った と思 われ る。 た とえ詩 人が

後 日ケンブ リッジでの学生生活 に失意の念 を抱 くこ とに なった として も。 そ

の失意 は この時点 とは切 り離 されてい る。

II

ワー ズワスが キ ングズの チャペル に動 物 の姿 を認め その長 い背 筋`back'を

連 想 した時,彼 は湖水 地方の 山並 みの尾根(ridge)を も連想 しは しなか ったで

あ ろ うか。 とい うの も尾根 は 元々動 物 の 背 骨 に 喩 え られ るか らで あ り,

spine=back=ridgeで あ るか らであ る。更に加 えてroof=ridgeと い う意味

もあ るこ とを重ね合せ て考 え るな らば,1850年 版 の`roof'は 明 らかに 「屋根」

であ る と同時に,こ うした`back'に 含 蓄 され てい る意 味 もそ こに届め お くこ

とが出来 た と推察 される。

第4巻 はケ ンブ リッジの夏期休 暇 を迎 えた詩人がHawks-headに 戻 り,そ

こに1788年 の 一夏 を過 ごしたこ とにつ いての もの であ る。この巻 冒頭 はWes-

tmorlandのKendalか らWindermereの 丘 陵地 を徒 歩 で渡 っ た記述 で あ る

が,1850年 版 に書 き改め られ た際に はridgeと い う語 が用 い られて いる。

Bright was the summer's noon when quickening steps/Followed each 

 (4) ibid., Book VIII, 11.704— 5 .
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明 るい夏の正午,も の寂 しい荒野 を横切 る足を一 歩一歩早 め なが ら進 んで

行 き,む き出 しの尾根 を登 り,そ の頂 きに一 人停 ん で まるで塁壁 の端 か ら

の ぞ き見 るよ うに,私 は広大 な川 の ように太 陽に向 って延 びて いるウ ィン

ダ ミア湖の湖床 を見下 した。

筆者 が湖水地方 か らケンブ リッジへ の行程 を実 地に三度 辿 った経験 に よっ

て確認 す る限 り,ヨ ー クシャーの荒野 の丘陵地帯 を抜け れば,ケ ンブ リッジ

に至 る数 十マ イルの間 に,な だ らか な丘は とも角 と して,尾 根 とい う尾根の

ない平 坦 な荒野 を辿 るこ とに なる。 強いて意 図的に ウェー ル ズに迂 回 して南

下す るとい った ことで もしない限 り。 しか しケンブ リッジを目指す のにわ ざ

わ ざこ うしたルー トを辿 る とい ったこ とをす る とは考 え られ ない。後年 ワー

ズワスは名詩 「ワ イ河再訪 に際 し,テ ィンター ン寺院の数 マ イル上 流で書 い

た詩章 」 をウェー ル ズの山間の漢流 ワ イ河沿 いにひ っそ りと建 つ 中世 の僧院

ティー ンター ン寺 院 を訪 れて書 いてはい る ものの,そ の最初 は彼が23歳 で あ

った1793年 の こ とで あった。 更に 言及す るまで もな く上記詩 章は その5年 後

1793年 夏 に この地 を再訪 して成 った もの である。 こ うした ことを考慮 すれば

17歳 の詩 人が甕 え立つKing'sCollegeChapelを 目に した時,後 に して来 た

故郷 の湖水地方 の山並み とその尾根 をそ こに重 ね見た として も,こ の想像力

豊か な詩人 に とっては何 の不 思議 もなか ったのでは ないだ ろうか。因にUllS-

water湖 の 北 西Keswickの 北 に はSaddlebackと い う標 高2847フ ィー トの

山が あ る。 くら型の 山の背,尾 根 を持 つ 山であろ うか。

こ うして ワー ズ ワスがKing'sCollegeChapelを 目の 当 りに した時,そ の

心眼 に認め た ものは重層的 イメー ジでは なか ったか と察せ られ る。 そ こに潜

め られてい るのは紛 れ もな く躍動す る何 ものか,想 像上 の生 命体 の息づ か い

であ り,そ れ はボー トの少年 を追 い立 て た岩 山に も見 たて られ る もの,ま た

それ は尖塔 とい う角 を持つ動 物,わ けて も薄暗 い朝の小暗 い森木立 の上に尖

塔 をそびえ させ てい る姿 は,暗 い森陰 に潜ん でその中 に踏 み入 った者 を言 い

other fill a dreary moor/Was crossed, a bare ridge clomb, upon whose 

top/Standing alone, as From a rampart's edge,/I overlooked the bed of 

Windermere,/Like a vast river, stretching in the sun. 

                                    (Book IV, 11. 1 —  6  )

(5) ibid. Book VIII, 1. 321.
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知 れぬ恐怖へ と誘 う牧神 パ ンの変容 とも言 うべ きもの であったか も知 れない。

詩人が`Pan,theinvisibleGod'(5)「 見 え ざる神,パ ン神 」 と称 したよ うに,

パ ン神 その もの は 目に見 えぬ もの なが ら,そ の精神 は恰 も地霊 の よ うな魔 力

を もって人の心 に不 可思議 な精神 作用 を及ぼす ものだか らであ る。 そ うした

地霊的 ス ピ リッ トが ケ ンブ リッジの街 その もの を支 配 していたれば こそ,こ

の街 が渦巻 く潮の 力 とな って詩 人 を呑み込 もう とした もの と思 われ る。

しか しこの渦潮 は例 えばE.A.ボ ー の 「メエ ルス トル ムの渦」の よ うに

その渦の底 に引 き込 んで奈落 の底の暗 闇に引 きず り込 む,お ぞ ましい暗黒の

力では な く,引 き入 れた底か ら再 び逆 回転 の弾み をつ けて新 たな生命 の浮上

を可能 に させ る渦 であっに相違 ない。詩 人はそれ故 に こそ吸 い入れ られ る こ

とに よって精神 の高揚 と希 望 の横 溢 を味合 い得 たの であ る。

`10ng -back'd'か ら`long-roof'd'と い う単 純 に思 え る書 き改 め に こ うした

種 々の 「想像 」 いや む しろ 「空 想」 をめ ぐらし論 じるこ とは些 か こ じつ けの

論理 に堕す 危険性 もあ る。 しか しワー ズワスに あっては,少 くともケンブ リ

ッジの 学生 時代 に また後 の フ ラン ス革 命 に心 酔 した時 期 の詩 人 の詩精 神 は

`Imagination'や`Fancy'に 格 別 の重 きを置いて
,奔 放 な情 感 に悼 して 自由 闊達

な`WilfulFancy'「 気 ままな空想」(6)に導 か れ るこ とをむ しろ潔 しとした と思

われ る。`Fancy'と は そ もそ も`farfetched'な もの であ るこ とは詩 人 自身 も認

め る ところであ る。 フ ランス革命へ の情熱 に至 っては 「こ じつ け」 どころで

はない激情 的 なまで青春 の 自由且 つ真摯 な精神 の発露 であ ったに して も,そ

れは所詮望 むべ くもなか った新 しい国家成 立へ の 「夢想 」 にひたむ きに耽 っ

た もので あった と解 されは しないだ ろ うか。彼の行動 その ものがwilfulと は

言わず ともFancyの 勢 いに押 し流 され たこ とは確 かであ ろ う。しか もこの際

のFancyは 人 間精 神 の善へ の絶大 な信頼 が音 立 てて崩 れ去 った こ とに よっ

て,自 らの精神 のお もむ く所 に過酷 な修正 を余儀 な くされて しまった。か く

して詩人 は少年 時代か らの美質 を失 いかね ない精神 の暗闇的状況 に陥 り,再

び 自然の懐 に回帰す るこ とに よって,自 然 の治癒 力 に癒 され る とい う通過儀

式 を経 る以外 には,再 び人間への信頼 と彼 らへ の愛 を取 り戻す術 を知 らなか

ったの であ る。 こ うした詩 人の精神 の遍 歴の軌 跡が,奇 し くも`back'd'か ら

`roof'd'へ の 修正 の伏 線 として働 い た可能 性 があ り得 たか も知 れ ない こ とに

思 い を至 さず にはおれ ない。

 (6) ibid., Book VIII. 1. 583.
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『序 曲』の 目指 した ものは詰 まる ところ人間の魂 の成長の過程 に秘め られた

神秘 さを,自 己 とい う詩 人の 人生 の遍歴 を媒体 として示す こ とにあ った と思

われ るが,詩 人 自ら述べ るよ うに,人 生 の歳 月が流 れ去 るこ とに よってその

歳 月が得 させ もし,失 わせ もす るこ とが避 け難 いこ ととして あ る以上,詩 人

の精神 の変化 もまた避け 難い ものであ っただろ う。結局 これ は窮局 に於 て 自

然 の導 きに よる人間に対す る愛 と人間性の尊厳 に対す る信 頼に辿 り着かせ る

ものであ った。 その よ うな境 地 に辿 り着 いた時,幼 い頃 よ り詩 人 を育 て は ぐ

くんだ美 し く雄大 な 自然 は詩 人の心 をしずめ,青 春 の情熱 に よって気 ま ぐれ

な空想 の導 くままの奔 放 な想像 力 に も抑 制 を与 えて くれ たので ある。

こ こに至 る と,か って ケ ンブ リッ ジ生 活 を送 っ た頃,自 然 の 中 に潜 む

`Power'に 憧 れに も似 た念 を抱 かせ
,`imagination'と`fancy'と の 渾然 とした

もの がその 勢 いにふ さわ しい もの を心 眼 に映 し出 させ て い た もの は`forms

distincttosteadyme'「 私 を落着かせ て くれ る明確 な形体」(7)とな って`areal

solidworldofimagesaboutme'「 私 の 周 りに ある真 実の確 固た るイ メー ジ

の世 界」(8)を統 べ るこ とに なったので ある。

『序 曲』第8巻 には詩 人生 来の詩 的能 力が 目覚 め た詩作 の初め の頃,空 想 と

奇想 のお とず れに よって 自らを取 り巻 いていた実際の事実 や事物 に色々 な歪

曲が もた らされた こ とへ の 自戒 を読 み取 るこ とが出来 るので ある。 血気盛 ん

な頃 の詩 人が 当時流行 していた とい うゴシ ック趣味の影響 に も流 されて,き

ま ぐれ な空想 のお もむ く所 に まかせ過 ぎる とい った傾 向が強 くあった こ とへ

の反省 であ ろ う。 ゴシッ ク趣 味に よ る文 学 は崇 高 と怪奇 との雑 然 とした作風

に流れ,そ こに古典 的統一 と簡 素 さを欠 きが ちであ るこ とは周知 の通 りで あ

る。529行 目か ら531行 目に記 され る通 り,当 時 は世 の 中の あ りふれ た死や不

幸 な出来事 も`tragic,super-tragic'「 悲 劇的 なあ ま りに悲劇 的 な」(9)もの に仕

立て上げ られたの であ る。人 間の内的 自我 の一つ としての単 な る簡素 で地味

な想像力が あ る種 の刺 激 を受 けて燃 え上 り,人 間生 活の様々 な事 象 に対 して

空想や奇想 に よって新 た な意味 を付 与 され る時,詩 人に とって もそれ は新 た

な変化の時 とな った。

 

(  7) ibid., Book III, 11. 597— 8 . 

(8) ibid., Book III, 11. 603— 4 . 
(9) ibid., Book VIII, 1. 531.
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この新 たに生れ た力に触 れ られ る と,何 一 つ としてただ ではお さま らなか

った。 あの よ く知 られた納骨堂 の傍に生 えたに わ とこの木 はその頃気味 の

悪 い木 の姿 とな り,イ チ イの木 には幽霊 が と りつ いて,飾 りみたい にそ こ

に居つ いていた。 あ りふれ た死 も,よ くあ る不幸 も,こ うした気分 にか か

ると,あ りとあ らゆ る所 で,悲 劇 的 な,あ ま りに悲劇 的 な材料 以外の何 も

ので もな くな って しま うか,さ もなければあ っさ りと放 り出され て しまった。

詩 人 はまた こ うも続 けて述べ る。

あの頃 もしも一人の未亡 人が一 夜,あ るいは恐 ら く一夜 な らず,苦 痛に半 ば

理性 を失 い気 も抜け た有様 で㍉夫の眠 る冷たい墓へ と足 を運 んでいた とい う

ことで も耳 に入れ た とすれば,そ の事実 にむ さぼ る ように 食 らいつ いてい

った。す る とこの婦 人は まる一年 とい うもの,し とど流す その涙 で芝 を濡 ら

し,天 空の嵐 とい う嵐に打ち据 え られてい るに違 いない とい うこ とになった。

この よ うに当時の詩 人は荒唐無稽 に走 るこ と も詩 人 として新 たな変化の時

であ るかの よ うに,人 間生 活の平 凡な事象 に も空想 の色付 け をな して いった

のであ る。`ThroughwildobliquitieswouldIpursue/Amongallobjectsof

From touch of this new power/Nothing was safe : the Elder-tree that 

grew/Beside the well-Known Charnel house had then/A dismal look; 
the Yew-tree had its Ghost,/That took its station there for ornament :/ 

Then common death was none, common mishap,/But matter for this 

humour everywhere,/The tragic super-tragic, else left short. 

                                    (Book VIII, 11.  524-31.)

Then, if a Widow, staggering with the blow/Of her distress, was known 

to have made her way/To the cold grave in which her Husband slept, 

One night, or haply more than one, through pain/Or half-insensate 

impotence of mind/The fact was caught at greedily, and there/She was 

a visitant the whole year through,/Wetting the turf with never-ending 

tears,/And all the storms of Heaven must beat on her. 

                                    (Book VIII, 532-40)

(10) ibid., Book VIII, 11. 541-43.



ワーズワス 『序曲』第三巻`long-back'd'か ら`long-roof'd'をめ ぐって一13

theFieldsandgroves/Thesecravings;'「 突 拍子 もない奇 抜 さで私 は こう し

た強 い欲 求 を野や森 の全 ての物象の 中に追 い求め て行 った」(10)と。

こ うした点 は`long-back'd'か ら後年`long-roof'd'へ と落着 かせ た経緯 を探

る解 明 の ヒン トとな るよ うに思 われ る。 その後年 月 を経 て 「テ ィン ター ン寺

院の詩章 」の 中に認 め られ るような悟 りを得 て,静 か な境涯 に身 を置いた詩

人が,若 く血気盛 ん な頃,過 度 なまでに空想 をほ しいままに して書 いた この

ような詩作 の個所 を顧 み て,書 き改め を迫 られ るような ものがあ った として

も何 の不 思議 はないで あろ う。`roof'd'と 改 め る ことが散文 的に堕す きらいが

生 じた として も,そ こには詩人の試練 の時 を乗 り越 えてた ど り着 いた ような

言わば安 心立命 の境 地の象徴 的表 われ を読み取 るこ とが で きるの ではな いだ

ろ うか。


